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表-1 造成位置変更による環境影響変化の有無 

環境影響要因の区分

大区分   中区分   小区分 

工事の実施 
土地又は構造物等の存在 

及び供用 

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
車
両
の
走
行

工
事
の
影
響

既
存
構
造
物
等
の
撤
去

施
設
の
存
在

施設の供用 施
設
関
連
車
両
の
走
行

排
出
ガ
ス
の
排
出

排
水
の
排
出

機
械
等
の
稼
働

大気環境 大気質 二酸化硫黄 × 
二酸化窒素 × ×  － × × 
浮遊粒子状物質 × ×  － × × 
粉じん等 × × × 
その他の有害物質 
（塩化水素、水銀、 
ダイオキシン類他） 

× 

騒音・ 
低周波音 

騒音 × ×  － × ×
低周波音 × 

振動 × ×  － × × 
悪臭 ×
局地風 

水環境 水質 水の濁り × × 
水の汚れ × × 
水温 

底質 
地下水質 － 

土壌環境 土壌汚染 × ×
地形・地
質 

重要な地形・地質  －      
土地の安定性   －  －     
土壌等の流出   －  －     

地盤 地盤沈下 
地盤の変形   －  －     

水象 地下水 
湧水 
河川・湖沼・海況 

動物 × × × × × － ×
植物 × × 
生態系 × × × 
景観 ×
文化財 指定文化財等   －     － － 

埋蔵文化財   －       
人と自然との触れ合いの活動の場 － × －  －  － － ×

地球環境 
廃棄物等 

一般廃棄物・産業廃棄物 × －    ×
建設発生土 ×

温室効果ガス × × × × × ×
オゾン層破壊物質 

日影及び
光害 

日照阻害 ×
シャドーフリッカー 
光害 ×

電波障害 ×
放射線の量   －       
その他 地域交通 × ×

注）「○」：造成位置変更による影響の程度に変化の可能性があると思われる項目 
「×」：造成位置変更による影響の程度に変化の可能性がないと思われる項目 
「－」：選定しなかった項目 
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表-2(1) 各環境影響評価項目に係る変更の程度（工事の実施）

環境影響評価の項目 
環境影響要因の 

区分 
影響変化
の有無 

造成位置変更による 
影響の変化の程度 

大気環境 二酸化窒素 

浮遊粒子状物質 

粉じん等 

建設機械の稼働 

× 

造成位置変更に伴って建設機械の
稼働台数に変更はない。また、造成位
置の変更により、変更後も北東側の敷
地境界上に各予測濃度の最大値が出
現するが、造成地の敷地界から敷地境
界までの距離は変更前と同程度（図-1
～3参照）となり、最大値に大きな変
化はみられない。 

建設機械の稼働による大気汚染物
質の影響の程度は、評価書と同等もし
くはそれ以下と考えられる。 

工事用車両の走
行 

× 

造成位置変更に伴って工事用車両
の稼働台数に変更はない。 

工事用車両の走行による大気汚染
物質の影響の程度は、評価書と同等と
考えられる。 

騒音 

振動 

建設機械の稼働 

× 

造成位置変更に伴って建設機械の
稼働台数に変更はない。また、造成位
置の変更により、変更後も造成工事で
は北西側に最大値が出現するが、造成
地の敷地界から敷地境界までの距離
が変更前より離れる（図-4及び図-5
参照）位置となり、最大値は同等以下
となる。また、プラント工事では北東
側の敷地境界上に各予測濃度の最大
値が出現するが、造成地の敷地界から
敷地境界までの距離は変更前と同程
度（図-4及び図-5参照）となり、最大
値に大きな変化はみられない。 

建設機械の稼働による騒音、振動の
影響の程度は、評価書と同等もしくは
それ以下と考えられる。 

工事用車両の走
行 

× 

造成位置変更に伴って工事用車両
の稼働台数に変更はない。 

工事用車両の走行による騒音、振動
の影響の程度は、評価書と同等と考え
られる。 

水環境 水の濁り 

水の汚れ 

工事の影響 

× 

造成位置変更による工事の規模や
改変される面積に大きな変更はなく、
工事による濁水やコンクリート施工
によるアルカリ排水の影響の程度は、
評価書と同等もしくはそれ以下と考
えられる。 

土壌環境 土壌汚染 工事の影響 

× 

造成位置変更による工事の規模や
改変される面積に大きな変更はない。
また、新たに改変する箇所も生じない
事から、土工事等の工事の実施に伴う
土壌汚染の影響の程度は、評価書と同
等もしくはそれ以下と考えられる。 
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表-2(2) 各環境影響評価項目に係る変更の程度（工事の実施）

環境影響評価の項目 
環境影響要因の 

区分 
影響変化
の有無 

造成位置変更による 
影響の変化の程度 

動物 建設機械の稼働 

× 

造成位置変更による建設機械の稼
働台数に変更はない。 

動物への影響の程度は、評価書と同
等もしくはそれ以下と考えられる。 

工事用車両の走
行 

× 

造成位置変更に伴って工事用車両
の走行台数に変更はない。 

工事用車両の走行による動物への
影響の程度は、評価書と同等もしくは
それ以下と考えられる。 

工事の影響 

× 

造成位置変更により、西側の沢の調
整池の配置が必要なくなった。 

そのため、西側の沢の改変が回避さ
れ、生息する「トウカイナガレホトケ
ドジョウ」の生息環境が保全される。

施設の存在による動物への影響の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

植物 工事の影響 

× 

造成位置変更により、西側の沢の改
変が回避される他、改変する面積は縮
小される。一方、法面が急勾配となり、
植樹は難しくなり、植生マットの配置
のみとする。造成位置変更により、「ミ
ズニラ」、「ムラサキミミカキグサ」、
「ヒナノシャクジョウ」、「マシカク
イ」、「オオヒキヨモギ」、「キンラ
ン」の生育場所と造成位置との距離が
離れるが、新たに保全対象種に「ウス
ギムヨウラン」を追加して保全する。

以上により、植物への影響の程度
は、評価書と同等もしくはそれ以下と
考えられる。 

生態系 建設機械の稼働 

× 

造成位置変更による建設機械の稼働
台数に変更はない。生態系への影響の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

工事の影響 

× 

造成位置変更により、「湿地(貧養
地小型植物群落)」と造成位置との距
離が離れる。 

施設の存在による、生態系への影響
の程度は、評価書と同等もしくはそれ
以下と考えられる。 

人と自然と
の触れ合い
の活動の場 

主要な人と自然
との触れ合いの
活動の場 

工事用車両の走
行 

× 

造成位置変更による工事用車両の走
行台数に変更はない。工事用車両の走
行による主要な人と自然との触れ合
いの活動の場の利用者への影響の程
度は、評価書と同等もしくはそれ以下
と考えられる。 

地球環境 一般廃棄物・産業
廃棄物 

建設発生土 

工事の影響 

× 

造成位置変更により改変される面積
が少なくなり、伐採樹木等の量や残土
量は同等以下となる事が想定される
ため、廃棄物や建設発生土の影響の程
度は、評価書と同等もしくはそれ以下
と考えられる。 
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表-2(3)  各環境影響評価項目に係る変更の程度（工事の実施）

環境影響評価の項目 
環境影響要因の 

区分 
影響変化
の有無 

造成位置変更による 
影響の変化の程度 

地球環境 温室効果ガス 建設機械の稼働 

× 

造成位置変更による建設機械の稼働
台数に変更はない。建設機械の稼働に
より、温室効果ガスの影響の程度は、
評価書と同等もしくはそれ以下と考
えられる。 

工事用車両の走
行 

× 

造成位置変更による工事用車両の走
行台数に変更はない。工事用車両の走
行による温室効果ガスの影響の程度
は、評価書と同等もしくはそれ以下と
考えられる。 

工事の影響 

× 

造成位置変更により改変される面積
が少なくなり、伐採樹木等の量は同等
以下となる事が想定されるため、伐採
による温室効果ガス吸収量の減少の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

その他 地域交通 工事用車両の走
行 

× 

造成位置変更による工事用車両の走
行台数に変更はない。工事用車両の走
行による周辺道路の交通状況の影響
の程度は、評価書と同等もしくはそれ
以下と考えられる。 
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表-2(4) 各環境影響評価項目に係る変更の程度（土地又は構造物等の存在及び供用）

環境影響評価の項目 
環境影響要因の 

区分 
影響変化
の有無 

造成位置変更による 
影響の変化の程度 

大気環境 二酸化硫黄 

二酸化窒素 

浮遊粒子状物質 

その他の有害物質
（塩化水素、水銀、
ダイオキシン類） 

排出ガスの排出 

× 

施設規模に変更はなく排出源の位置
もほとんど変わらないため、焼却施設
からの排出ガスによる二酸化硫黄、二
酸化窒素、浮遊粒子状物質、その他の
有害物質の影響の程度は、評価書と同
等もしくはそれ以下と考えられる。 

二酸化窒素 

浮遊粒子状物質 

施設関連車両の
走行 

× 

造成位置変更に伴って施設関連車両
の走行台数に変更はない。施設関連車
両の走行による二酸化窒素等の影響
の程度は、評価書と同等と考えられ
る。 

粉じん等 機械等の稼働 

× 

施設規模に変更はなく排出源の位置
もほとんど変わらないため、破砕処理
施設の稼働による粉じん等の影響の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

騒音 

振動 

機械等の稼働 

× 

施設規模に変更はないため、焼却施設
及び破砕処理施設の稼働による騒音、
振動源の規模は、評価書と同等とな
る。造成位置の変更により、変更後の
騒音及び振動は北西側に最大値が出
現するが、造成地の敷地界から敷地境
界までの距離が変更前より離れる（図
-6及び図-7参照）位置となり、最大値
は同等以下となる。 

騒音 

振動 

施設関連車両の
走行 

× 

造成位置変更に伴って施設関連車両
の走行台数に変更はない。施設関連車
両の走行による騒音、振動の影響の程
度は、評価書と同等もしくはそれ以下
と考えられる。 

低周波音 機械等の稼働 

× 

施設規模に変更はなく排出源の位置
もほとんど変わらないため、ため、焼
却施設及び破砕処理施設の稼働によ
る低周波音の影響の程度は、評価書と
同等もしくはそれ以下と考えられる。

水環境 水の濁り 

水の汚れ 

排水の排出 

× 

施設規模に変更はなく、改変される面
積も少なくなり、施設からの雨水排水
による影響の程度は、評価書と同等も
しくはそれ以下と考えられる。 

土壌環境 土壌汚染 機械等の稼働 

× 

施設規模に変更はなく排出源の位置
もほとんど変わらないため、機械等の
稼働による土壌中の有害物質の影響
の程度は、評価書と同等もしくはそれ
以下と考えられる。 
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表-2(5) 各環境影響評価項目に係る変更の程度（土地又は構造物等の存在及び供用） 

境影響評価の項目 
環境影響要因の 

区分 
影響変化
の有無 

造成位置変更による 
影響の変化の程度 

動物 重要な種及び
注目すべき生
息地 

施設の存在 

× 

造成位置変更により、西側の沢の調
整池の配置が必要なくなった。 

そのため、西側の沢の改変が回避さ
れ、生息する「トウカイナガレホトケ
ドジョウ」の生息環境が保全される。

施設の存在による動物への影響の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

排水の排出 

× 

施設規模に変更はないため、施設か
らの雨水排水による影響の程度は、評
価書と同等もしくはそれ以下と考え
られる。 

施設関連車両の
走行 

× 

造成位置変更に伴って施設関連車
両の走行台数に変更はない。動物への
影響の程度は、評価書と同等もしくは
それ以下と考えられる。 

植物 重要な種及び
重要な植物群
落 

施設の存在 

× 

造成位置変更により、「ミズニラ」、
「ムラサキミミカキグサ」、「ヒナノ
シャクジョウ」、「マシカクイ」、「オ
オヒキヨモギ」、「キンラン」の生育
場所と造成位置との距離が離れる。 

施設の存在による、植物への影響の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

生態系 地域を特徴づ
ける生態系 

施設の存在 

× 

造成位置変更により、「湿地(貧養
地小型植物群落)」と造成位置との距
離が離れる。 

施設の存在による、生態系への影響
の程度は、評価書と同等もしくはそれ
以下と考えられる。 

景観 主要な眺望点
及び景観資源、
並びに主要な
眺望景観 

施設の存在 

× 

造成位置変更により施設の標高が低
くなるため、周辺地域の眺望点からの
眺望への影響は、評価書と同等もしく
はそれ以下と考えられる。 

人と自然と
の触れ合い
の活動の場 

主要な人と自
然との触れ合
いの活動の場 

施設関連車両の
走行 

× 

造成位置変更に伴って施設関連車
両の走行台数に変更はない。施設関連
車両の走行による主要な人と自然と
の触れ合いの活動の場の利用者への
影響の程度は、評価書と同等もしくは
それ以下と考えられる。 
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表-2(6) 各環境影響評価項目に係る変更の程度（土地又は構造物等の存在及び供用）

環境影響評価の項目 
環境影響要因の 

区分 
影響変化
の有無 

造成位置変更による 
影響の変化の程度 

地球環境 廃棄物等 機械等の稼働 

× 

施設規模に変更はなく、焼却施設か
らの焼却灰や破砕処理施設からの廃棄
物の量に変化はないと想定される。廃
棄物処理への影響の程度は、評価書と
同等もしくはそれ以下と考えられる。 

温室効果ガス 排出ガスの排出 

機械等の稼働 

× 

施設規模に変更はなく、焼却施設か
らの排出ガスや施設の供用に伴うエネ
ルギー消費による温室効果ガスの量に
変化はないと想定されるため、温室効
果ガスの影響の程度は、評価書と同等
もしくはそれ以下と考えられる。 

施設関連車両の
走行 

× 

造成位置変更に伴って施設関連車両
の走行台数に変更はない。施設関連車
両の走行による温室効果ガスの影響の
程度は、評価書と同等もしくはそれ以
下と考えられる。 

電波障害 電波障害 施設の存在 

× 

造成位置変更により施設の標高が低
くなるため、対象事業実施区域周辺の
住居への電波障害の影響は、評価書と
同等もしくはそれ以下と考えられる。 

日影及び 
光害 

日照阻害 

光害 

施設の存在 × 施設規模に変更はなく、変更後の時
刻別日影図及び等時間日影図は造成地
の敷地界から敷地境界までの距離が変
更前より離れる（図-8参照）位置とな
り、日影の範囲は同等以下となる。ま
た、変更により施設位置の標高が低く
なり、夜間照明のよる周辺地域への影
響も、評価書と同等もしくはそれ以下
と考えられる。 

その他 地域交通 施設関連車両の
走行 

× 

施設規模に変更はなく、施設関連車
両の台数に大きな変更はない。施設関
連車両の走行による周辺道路の交通状
況の影響の程度は、評価書と同等もし
くはそれ以下と考えられる。 
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項目 変更前 変更後 

大気質 

（造成工事：二

酸化窒素） 

大気質 

（造成工事：浮遊

粒子状物質） 

図-1 変更に伴う影響の程度（工事の実施[大気質]） 
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項目 変更前 変更後 

大気質 

（プラント工

事：二酸化窒素） 

大気質 

（プラント工

事：浮遊粒子状

物質） 

図-2 変更に伴う影響の程度（工事の実施[大気質]） 
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項目 変更前 変更後 

大気質 

（粉じん） 

図-3 変更に伴う影響の程度（工事の実施[大気質]） 
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項目 変更前 変更後 

騒音 

（造成工事） 

騒音 

（プラント工事） 

図-4 変更に伴う影響の程度（騒音） 
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項目 変更前 変更後 

振動 

（造成工事） 

振動 

（プラント工事） 

図-5 変更に伴う影響の程度（振動） 
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項目 変更前 変更後 

騒音 

（施設騒音）

[パターン１] 

騒音 

（施設騒音）

[パターン２] 

図-6 変更に伴う影響の程度（騒音） 
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項目 変更前 変更後 

振動 

（施設騒音）

[パターン１] 

振動 

（施設騒音）

[パターン２] 

図-7 変更に伴う影響の程度（振動） 
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項目 変更前 変更後 

日照阻害 

（時刻別日影図） 

日照阻害 

（等時間日影図） 

図-8 変更に伴う影響の程度（日照阻害） 


